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本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「たがいになさけ深
ぶか

く〔なり〕なさい。」（エペソ4：32）

それは学
がっ

校
こう

でのすばらしい一
いち

日
にち

でした。ジェフは休
やす

み時
じ

間
かん

にはいつも，親
しん

友
ゆう

のベンとドラゴン遊
あそ

びをしていまし
た。新

あたら

しい学
がっ

校
こう

に入
はい

ってから2年
ねん

後
ご

にようやく親
しん

友
ゆう

ができ
て，ジェフは喜

よろこ

んでいました。ベンとジェフは好
す

きなことが同
おな

じだったため，二
ふたり

人にはいつも話
はな

すことがたくさんありました。
ジェフが家

いえ

に帰
かえ

ると，お母
かあ

さんが待
ま

っていました。お母
かあ

さん
はとても悲

かな

しそうに見
み

えました。ジェフの顔
かお

からだんだん笑
え

顔
がお

が消
き

えていきました。「ジェフ」とお母
かあ

さんは言
い

いました。
「きょう，校

こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

から電
でん

話
わ

があったわ。校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

は，あなた
が同
おな

じクラスの男
おとこ

の子
こ

をいじめていると言
い

っていたわ。」
「いじめてないよ！」とジェフは言

い

いました。ジェフは，いじめが悪
わる

いことだと分
わ

かっていました。いじめは人
ひと

々
びと

に悲
かな

しみと不
ふ

安
あん

をあ
たえます。ジェフはそんなことをしたことは一

いち

度
ど

もありませんでした。
「ほんとうに？」お母

かあ

さんはたずねました。お母
かあ

さんはソ
ファにジェフをすわらせました。「校

こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

は，あなたとベン
がサムに向

む

かって，あっちへ行
い

けとか，おまえなんか仲
なか

間
ま

じゃ
ないとか，すべり台

だい

の上
うえ

から飛
と

び下
お

りなければ仲
なか

間
ま

に入
い

れて
やらないとか言

い

っていたって。」
ジェフはうつむきました。サムは毎

まい

日
にち

のように，自
じ

分
ぶん

も仲
なか

間
ま

に入
い

れてほしいと二
ふたり

人にたのんでいました。でもベンがジェ
フの親

しん

友
ゆう

であり，二
ふたり

人だけで遊
あそ

ぶことが好
す

きでした。それは
いじめていることにはなりませんよね。
「ベンとぼくの二

ふたり

人だけで遊
あそ

ぶのは悪
わる

いこと？」とジェフは
聞
き

きました。ただ親
しん

友
ゆう

と遊
あそ

んでいるだけでいじめっ子
こ

とよば
れるのは，公

こう

平
へい

だとは思
おも

えませんでした。
「あなたたち二

ふたり

人がこれからも一
いっ

緒
しょ

にたくさんの時
じ

間
かん

をすご
すのはかまわないわ。でもサムが近

ちか

くにいるときには，サムに，
仲
なか

間
ま

外
はず

れにされたようなさびしい思
ぉも

いをさせるのはよくないわ。
校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

は，すべり台
だぃ

から飛
と

び下
お

りないことであなたがサム
に悪
わる

口
ぐち

を言
い

ったと言
い

っていたわ。」
「ぼくはそんなことしてないよ」
とジェフは言

い

いました。でもベン
が悪

わる

口
ぐち

を言
い

ったのです。そしてベ
ンは笑

わら

っていたのでした。
「わたしたちが最

さい

初
しょ

に引
ひ

っこし
をしたときの自

じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを思
おも

い出
だ

してごらんなさい。」お母
かあ

さ
んは言

い

いました。
ジェフはうなずきました。最

さい

初
しょ

，
学
がっ

校
こう

はほんとうにさびしい場
ば

所
しょ

で
した。ジェフは良

よ

い友
とも

達
だち

が見
み

つ

かるようにたくさんいのりました。
「あなたは，みんなにどんなことをしてほしかったと思

おも

う？」
お母
かあ

さんがたずねました。
「休
やす

み時
じ

間
かん

に，ゲームをしようとさそってくれたらって思
おも

った
よ。また，一

いっ

緒
しょ

にお昼
ひる

ご飯
はん

を食
た

べようって。」
「今
いま

あなたにそんなすてきなお友
とも

達
だち

がいるのって，すばらし
いことじゃないの？」とお母

かあ

さんは言
い

いました。「あなたは，
以
い

前
ぜん

のあなたのようなひとりぼっちの人
ひと

たちを助
たす

けてあげる
ことができるのよ。今

いま

からあなたに課
か

題
だい

を出
だ

すわ。明
あした

日，サ
ムの良

よ

いところを3つ見
み

つけてほしいの。そして学
がっ

校
こう

から
帰
かえ

ったら，それをお母
かあ

さんに教
おし

えてちょうだい。」
「そうするよ。」ジェフは自

じ

分
ぶん

の足
あし

もとを見
み

つめながらそう
言
い

いました。ジェフはいじめっ子
こ

になるつもりはありませんで
した。イエスのように親

しん

切
せつ

になりたいと思
ぉも

いました。あした，
ジェフはサムにあやまることができるでしょう。そしてベンに，
サムも仲

なか

間
ま

に入
い

れてあげたいと言
い

うこともできるでしょう。
「ねえ」とお母

かあ

さんが言
い

いました。お母
かあ

さんはジェフのあご
に手

て

を当
あ

てて顔
かお

を上
あ

げさせました。「あなたは親
しん

切
せつ

ないい子
こ

よ。サムはあなたとお友
とも

達
だち

になれ
て幸
こう

運
うん

だわ。そしてよく聞
き

いてね。
あなたもきっと，サムとお友

とも

達
だち

にな
れて幸

こう

運
うん

だと気
き

づくはずよ。」
ジェフは小

ちい

さく笑
え

みをうかべま
した。ベンがこれからもジェフの
親
しん

友
ゆう

であることに変
か

わりはないで
しょう。でも，だからといってほ
かの友

とも

達
だち

を作
つく

ってはいけないな
んていうことはないのです。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう
に住

す
んでいます。

イ
ラ
ス
ト
／
ク
リ
ス
・
デ
ン
ジ
ャ
ー

ぼくが？ 
いじめっ子

こ

？

□	まだよく知
し

らないだれかの良
よ

いところを3つ見
み

つけます。
□	イエスならどうされるだろうかと考

かんが

えます。「主
しゅ

がそばにい
たら」などの初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の歌
うた

をハミングしましょう。
□	すべての人

ひと

と親
しん

友
ゆう

になる必
ひつ

要
よう

はありませんが，親
しん

切
せつ

にするこ
とはできます。うまく付

つ

き合
あ

っていけない人
ひと

に，何
なに

か良
よ

いこ
とをしてあげます。

親
しん

切
せつ

にするという課
か

題
だい
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